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「当社取締役会の実効性の分析・評価」結果の概要について 

 

当社においては、取締役会全体が実効性を持って機能しているかを検討し、その結果に基づき、問題点

の改善や強みの強化等の適切な措置を講じていく継続的なプロセスにより、取締役会全体の機能向上を

図ることを目的とし、取締役会の実効性に関する分析・評価を実施しております。 

 この度、2023 年度の分析・評価が完了しましたので、以下にてその概要を開示いたします。 

 

1．評価プロセスの概要 

(1) 社外を含む全ての取締役(監査等委員を含む。以下、「全取締役」)を対象に、外部機関に委託して、

取締役会実効性評価アンケート調査を行い、その結果について 2024 年 3 月 28 日開催の取締役会に

おいて議論し、決議いたしました。 

 

(2) 評価項目 

  評価を実施した大項目は以下の通りです。 

① 取締役会の構成 

② 取締役会の運営・議論 

③ 取締役会のモニタリング機能 

④ 社外取締役のパフォーマンス 

⑤ 取締役に対する支援体制・トレーニング 

⑥ 株主(投資家)との対話 

⑦ ご自身の取り組み・総括 

 

(3) 評価方法 

① 調査は無記名方式のアンケートとした 

② 評価尺度は 5段階評価とした上で、各項目の全取締役の評価平均値が 3.5 以上で、実効性が確保され 

ていると判断した 

【評価尺度】 

5:適切(十分)、4:概ね適切(十分)、3:どちらともいえない、2:やや不適切(不十分)、1:不適切(不十分) 

③ 集計は社内取締役と社外取締役を区別して、外部機関(三井住友信託銀行)にて集計・分析を実施した 

④ 分析は、個別の評価点が他項目対比で大きく下回る項目、社内取締役と社外取締役の間若しくは他社

平均値とのギャップが大きい項目について、重点的に実施した 

⑤ 評価・分析結果を取締役会に開示し、取締役会として「取締役会全体の実効性評価結果」を決議した 
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2．分析・評価結果の概要 

 外部機関に委託したアンケートの集計結果及び外部専門家の助言も踏まえ、全ての大項目(上記 1.(2)

に記載)における全体平均は、4.0 以上の評価点となっており、当社取締役会全体における実効性は確保

できていると分析・評価いたしました。 

一方で、主に以下の点につきましては、課題や工夫の余地が見られると認識し、重点的に対応してまい

ります。 

 

(1) 認識した課題 

1. サステナビリティ関連のリスクと機会が重視される中、さらなる議論の場の設定 

2. 大型の設備投資案件について、投資後の経過や課題を報告し議論を行う場の設定 

 

(2) 当社の対応 

① 当社においては、『気候変動対応・安全衛生活動の実施状況及び計画に関する報告』を年 1回取締役

会にて実施しております。サステナビリティ全般に関わるリスク並びに事業機会について、取締役

会のより深い関与が求められる中、それらを社内の経営層で議論する会議体を新設し、そこで認識

した課題及び対処方針を取締役会で報告、議論する場を設定してまいります。 

 

② 当社においては、大型の設備投資案件について、決裁後に重要な変更が生じた場合には、取締役会

への報告が行われております。電子事業の大型設備投資案件について、提案から執行の局面に移行

する中、今後は変更の有無に寄らず、経過の説明並びに課題を取締役会で報告、議論する場を設定

してまいります。 

 

なお、昨年度の実効性評価分析においては、「ESG・SDGs 等サステナビリティ基本方針とその向上への

取組み・開示についての十分な議論の実施」を課題として認識しました。 

 

2021 年度より気候変動対応の実施状況及び計画について、年 1回取締役会で報告を行ってまいりまし

たが、2023 年度より『気候変動対応・安全衛生活動の実施状況及び計画に関する報告』として、サス

テナビリティ課題の中でも特にリスクの高いテーマについて、活動の進捗を取締役会に報告し、議論の

場を設けております。 

 

当社取締役会におきましては、今回の評価結果及び課題への対応を踏まえ、今後も実効性の向上を図

ってまいる所存です。 

 

以 上 


